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「
御
言
葉
は
人
と
な
り
、
わ
た
し

た
ち
の
う
ち
に
住
ま
わ
れ
た
。
」

　

神
の
子
が
人
と
な
り
、
わ
た
し

た
ち
の
世
界
に
生
ま
れ
た
こ
と
は

空
前
絶
後
の
出
来
事
で
す
が
、
そ

れ
は
過
去
の
歴
史
に
刻
ま
れ
て
終

わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主

キ
リ
ス
ト
は
、
現
在
も
未
来
も
わ

た
し
た
ち
と
共
に
歩
ん
で
く
だ
さ

る
方
、
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
で
す
。

▲
最
近
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い

け
れ
ど
、
言
葉
の
持
つ
力
が
急
速

に
下
落
し
て
い
る
と
い
う
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。
最
も
多
く
の
人
が
テ

レ
ビ
で
観
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
番

組
に
登
場
す
る
政
治
家
た
ち
の
言

説
や
言
葉
づ
か
い
に
そ
れ
が
顕
著

に
見
て
取
れ
る
で
し
ょ
う
。

▲
「
積
極
的
平
和
主
義
」
を
掲
げ

な
が
ら
、
憲
法
九
条
の
骨
抜
き
や

軍
備
増
強
を
図
る
と
か
、
福
島
原

発
事
故
原
因
の
糾
明
も
定
か
で
な

い
ま
ま
「
安
全
が
確
保
さ
れ
た
」

と
原
発
を
再
稼
働
す
る
な
ど
、

言
っ
て
い
る
言
葉
と
そ
の
内
容
、

現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
は
な
は
だ
し

い
。
初
め
は
お
か
し
い
な
と
思
う

こ
と
で
も
幾
度
も
聞
か
さ
れ
て
い

る
と
、
後
に
は
疑
問
に
も
思
わ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
ひ
弱
さ
を
わ
た

し
た
ち
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ

と
を
自
戒
し
た
い
。
▲
「
星
の
王

子
さ
ま
」
に
こ
ん
な
一
節
が
あ
り

ま
す
。
「
言
葉
と
い
う
の
が
勘
違

い
の
も
と
な
ん
だ
。
」
日
頃
、
幼

稚
園
児
と
接
し
て
い
て
、
子
ど
も

は
実
に
言
葉
、
理
性
よ
り
も
感
性

中
心
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
実
際
、
わ
た
し
は
子
ど
も
た

ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
力
、
喜
び
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
大
人
に
な
っ

て
も
子
ど
も
の
よ
う
な
感
性
を
保

ち
つ
つ
、
状
況
を
分
析
、
判
断
す

る
力
を
持
ち
た
い
。
▲
御
言
葉
、

す
な
わ
ち
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
こ
そ
、
ウ
ソ
偽
り
の
な
い
言
葉

と
わ
た
し
た
ち
は
ミ
サ
の
た
び
、

本
気
で
心
か
ら
信
仰
宣
言
し
て
い

る
は
ず
で
す
が
、
い
さ
さ
か
心
も

と
な
い
の
が
現
状
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
わ
た
し
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
は

言
葉
を
復
権
す
る
最
高
の
術
を
す

で
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を

想
い
起
し
た
い
。
い
つ
く
し
み
の

特
別
聖
年
に
あ
た
っ
て
。
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「
じ
ゃ
け
え
の
う
」
と
は
広
島
弁
で

「
だ
か
ら
ね
！
」
と
い
う
意
味
。

　

「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、

御
父
の
い
つ
く
し
み
の
み
顔
で

す
。
・
・
・
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス

は
、
そ
の
こ
と
ば
と
行
い
、
そ

し
て
そ
の
全
人
格
を
通
し
て
、

神
の
い
つ
く
し
み
を
明
ら
か
に

な
さ
い
ま
す
。
」

注１

　

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
閉
幕

五
十
周
年
を
記
念
し
て
「
い
つ

く
し
み
の
特
別
聖
年
」
を
始
め

る
に
あ
た
っ
て
の
大
勅
書
の
冒

頭
の
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
こ

と
ば
で
す
。

　

先
ず
第
一
に
、
わ
た
し
た
ち

は
、
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
と
行

い
、
全
生
涯
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
父
な
る
神
の
い
つ
く

し
み
を
、
し
っ
か
り
と
観
想
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
イ
エ
ス
の
生
き

方
を
観
想
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
教
会
は
自
ら
の
第
一

の
使
命
が
、
大
き
な
希
望
と

大
き
な
矛
盾
に
満
ち
た
こ
の

時
代
に
こ
そ
・
・
・
（
父
な

る
神
の
）
い
つ
く
し
み
を
告

げ
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

啓
示
の
中
心
と
し
て
そ
れ
を

生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何

よ
り
も
い
つ
く
し
み
の
真
の

証
人
で
あ
る
。
」

注２
使
命
を

確
認
し
、
実
行
し
て
行
く
の

で
す
。

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
わ

た
し
た
ち
が
何
に
力
を
い
れ
る

べ
き
か
を
熱
く
語
り
か
け
て
い

ま
す
。

　

「
わ
た
し
の
心
か
ら
の
思
い

は
、
こ
の
大
聖
年
の
間
に
キ
リ

ス
ト
者
が
、
身
体
的
な
慈
善
の

わ
ざ
と
精
神
的
な
慈
善
の
わ
ざ

に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
て
く

だ
さ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、

貧
困
と
い
う
悲
劇
を
前
に
し
て

眠
っ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
の
多

い
わ
た
し
た
ち
の
意
識
を
目
覚

め
さ
せ
、
貧
し
い
人
が
神
の
い

つ
く
し
み
の
優
先
対
象
で
あ
る

と
い
う
福
音
の
核
心
を
、
よ
り

い
っ
そ
う
深
く
理
解
す
る
た
め

の
一
つ
の
方
法
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
」

注３

　

慈
善
の
わ
ざ
に
励
み
な
が

ら
、
こ
の
聖
年
の
モ
ッ
ト
ー

「
い
つ
く
し
み
深
く　

御
父
の

よ
う
に
」
を
、
日
々
の
生
活
の

中
で
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

注１
「
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ　

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
、
父
の
い
つ
く
し
み
の
み
顔　

い
つ
く
し

み
の
特
別
聖
年
公
布
の
大
勅
書
」
一
／

注２
同

二
十
五
／

注３
同
十
五

「聖年の扉」を開く、ヴィタリ神父と肥塚神父
世界平和記念聖堂正面中央の扉
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【
二
〇
一
五
年
度
（
第
二
回
）

広
島
司
教
区
宣
教
司
牧
連
絡
会

開
催
】

　

去
る
十
二
月
十
三
日
、

二
〇
一
五
年
度
第
二
回
広
島
司

教
区
宣
教
司
牧
連
絡
会
（
以

下
、
教
区
連
絡
会
）
が
、
広
島

カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
司
祭
、
修

道
者
、
信
徒
の
二
十
四
人
が
出

席
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
の
広
島
教
区
長

空
位
に
よ
り
、
教
区
宣
教
司
牧

評
議
会
が
開
催
で
き
な
い
（
教

会
法
五
百
十
三
条
）
た
め
、
教

区
管
理
者
で
あ
る
肥
塚
神
父
、

平
和
の
使
徒
推
進
本
部
の
主
催

に
よ
り
教
区
連
絡
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ

た
。
ま
た
、
こ
の
日
の
会
議
の

最
中
に
、
い
つ
く
し
み
の
特
別

聖
年
『
聖
な
る
扉
』
の
開
門
式

が
世
界
平
和
記
念
聖
堂
で
行
わ

れ
た
た
め
、
そ
の
時
刻
は
評
議

員
全
員
が
開
門
式
に
出
席
し

た
。

　

議
題
は
ま
ず
、
教
区
が
取
り

組
ん
で
い
る
優
先
課
題
と
し
て

広
島
教
区
長
空
位
の
状
況
の

中
、
継
続
し
て
行
わ
れ
る
活
動

に
つ
い
て
、
報
告
と
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

《
青
少
年
育
成
》

　

大
西
助
祭
が
専
任
の
青
少
年

担
当
と
し
て
一
緒
に
活
動
し
て

い
る
。
専
任
と
し
て
関
わ
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
若

い
世
代
の
活
性
化
に
期
待
し
た

い
。
活
動
と
し
て
は
、
八
月
の

教
区
練
成
会
（
米
子
教
会
）
、

木
与
の
海
の
家
の
清
掃
活
動
、

八
月
下
旬
に
は
高
校
卒
業
後

の
青
年
の
集
い
（
約
二
十
人

参
加
）
、
十
一
月
の
福
山
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
、
更
に
は

教
区
青
年
大
会
を
開
催
し
約

五
十
人
が
参
加
し
た
。
ま
た
毎

週
木･

金･

土
曜
に
青
少
年
情

報
セ
ン
タ
ー
を
開
い
て
い
る
。

と
に
か
く
自
分
た
ち
で
や
っ
て

み
る
、
と
い
う
活
動
趣
旨
で
あ

る
。

《
召
命
促
進
》

　

司
祭
養
成
と
し
て
具
体
的
に

は
、
前
田
大
司
教
が
掲
げ
ら
れ

た
「
十
年
間
で
十
人
の
司
祭
叙

階
」
を
目
指
す
。

　

予
備
神
学
校
の
活
動
と
し

て
、
第
六
回
を
九
月
に
、
第
七

回
を
十
一
月
に
開
校
し
た
。
今

年
度
は
、
第
八
回
を
二
月
に
開

校
予
定
で
あ
る
。
小
中
高
生
も

十
六
名
に
な
り
、
互
い
の
つ

な
が
り
が
で
き
て
い
る
様
子
。

十
一
月
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

院
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し

た
。
予
備
神
学
校
の
活
動
内
容

を
知
っ
た
保
護
者
か
ら
、
次
回

か
ら
参
加
さ
せ
た
い
と
の
声
も

聞
こ
え
、
少
し
ず
つ
で
も
成
果

を
感
じ
て
い
る
。

《
教
区
共
通
カ
テ
キ
ズ
ム
の
作

成
》

　

初
聖
体
、
堅
信
、
結
婚
の
教

区
共
通
テ
キ
ス
ト
（
カ
テ
キ
ズ

ム
）
作
成
の
専
門
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
第
一
回
を
七
月
に
、

第
二
回
を
九
月
に
開
催
。
次
回

は
二
月
ご
ろ
開
催
予
定
。
本
委

員
会
は
、
昨
年
度
ま
で
に
既
に

作
成
さ
れ
て
い
た
素
案
の
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
広

島
教
区
独
自
の
内
容
を
ど
の
よ

う
に
盛
り
込
む
か
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

《
津
和
野
乙
女
峠
殉
教
者
列
聖

運
動
》

　

「
な
ぜ
津
和
野
の
三
十
七
人

だ
け
な
の
か
？
」
「
他
の
教
区

と
の
連
携
が
不
十
分
で
は
な
い

か
？
」
と
い
う
共
通
の
課
題
に

お
い
て
次
の
こ
と
を
中
心
に
検

討
を
行
う
。

●
も
っ
と
み
ん
な
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
公
式
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
。

●
浦
上
四
番
崩
れ
に
関
係
す
る

教
区
司
教
の
理
解
と
協
力
を
願

う
。

●｢

列
聖
を
願
う
会
（
仮
称
）｣

と
し
て
進
め
、
底
辺
を
広
げ
て

い
く
。
そ
の
た
め
に
会
と
し
て

規
約
等
が
必
要
。

　

次
の
議
題
、
『
教
区
創
立

一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
の
テ
ー

マ｢

家
庭
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
十
四
年
～
十
六
年
）｣

の
取

り
組
み
』
に
つ
い
て
、
各
地
区

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

《
岡
山
・
鳥
取
地
区
》

　

あ
る
程
度
、
各
教
会
に
意
識

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

毎
日
の
生
活
が
家
庭
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
言
え
る
。｢

信
仰
と

家
庭
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
黙
想

会
。
各
家
庭
で
の
祈
り
の
実

践
。
グ
ル
ー
プ
で
の
祈
り
の

会
。
ミ
サ
後｢

家
庭｣

に
つ
い

て
の
分
か
ち
合
い
な
ど
。

《
広
島
地
区
》

　

十
一
月
十
五
日
に
祇
園
教
会

で｢

家
族
大
会｣

を
開
催
。
本

大
会
に
関
連
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
、
当
日
の
分
か
ち
合
い
の
内

容
に
つ
い
て
、
今
後
、
分
析
し

ま
と
め
て
い
く
予
定
。

※
関
連
記
事
四
ペ
ー
ジ
参
照
。

《
山
口
・
島
根
地
区
》

　

二
〇
一
六
年
度
は
、
次
の

テ
ー
マ｢

教
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ｣

を
踏
ま
え
、｢

家
庭｣

と

｢

教
会｣

に
つ
い
て
共
に
考
え

て
い
く
。更
に
次
の
三
年
後
は
、

テ
ー
マ｢

社
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ｣

を
踏
ま
え
、｢

教
会｣

と

｢

社
会｣

を
共
に
考
え
て
い
く

予
定
。

《
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
》

　

緩
や
か
な
連
携
。
高
齢
の
方

の
教
会
へ
の
送
り
迎
え
の
サ

ポ
ー
ト
。
国
際
結
婚
の
夫
婦
、

そ
の
子
ど
も
た
ち
と
の
積
極
的

な
交
わ
り
を
教
会
全
体
で
サ

ポ
ー
ト
。
三
教
会
が
、
互
い
に

訪
問
し
合
い
、
行
事
、
活
動
を

通
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
う
。

《
教
区
全
体
の
動
き
》

　

広
島
地
区
で
開
催
さ
れ
た

教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 
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家
族
大
会
で
実
施
し
た｢

ア
ン

ケ
ー
ト｣｢

分
か
ち
合
い
記
録｣

は
、
具
体
的
な
内
容
も
あ
り
、

分
析
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

の
二
年
間
の
成
果
と｢

家
庭
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ｣

の
ま
と
め
と

し
て
三
年
目
を
迎
え
る
た
め
の

参
考
に
な
る
も
の
と
期
待
す

る
。

　

次
に
、
『
平
和
年
』
に
つ
い

て
の
報
告
。
続
い
て
『
奉
献
生

活
の
年
』
に
つ
い
て
の
報
告
が

各
地
区
の
修
道
女
連
盟
（
修
女

連
）
か
ら
あ
っ
た
。

　

教
区
連
絡
会
の
後
半
は
、
各

地
区
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
報
告
に
続

い
て
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
保

存
活
用
委
員
会
（
耐
震
診
断
検

討
委
員
会
）
か
ら
、
補
強
、
修

理
検
討
を
進
め
る
上
で
の
考
え

方
、
補
強
方
針
に
つ
い
て
説
明

と
報
告
が
あ
っ
た
。

※
関
連
記
事
五
ペ
ー
ジ
参
照
。

　

以
上
の
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
、
祈
り
と
祝
福
の
う
ち
に
三

時
間
の
教
区
連
絡
会
を
閉
会
し

た
。

　

な
お
、
本
教
区
連
絡
会
は
、

現
状
の
確
認
、
報
告
事
項
の
連

絡
が
目
的
に
開
催
さ
れ
る
。

　

意
見
や
要
望
な
ど
、
平
和
の

使
徒
推
進
本
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

十
一
月
三
十
日
（
金
）
、
岡
山

県
倉
敷
市
の
大
本
岡
山
本
苑
万
寿

殿
に
て
第
三
十
五
回
世
界
連
邦
宗

教
者
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
下
に
展
開
す
る
諸
宗
教

の
年
一
回
開
催
の
合
同
祈
願
祭

で
、
各
宗
教
施
設
を
会
場
と
す
る

毎
年
持
ち
回
り
制
の
祭
儀
で
す
。

会
場
と
な
る
宗
派
が
儀
式
を
取
り

仕
切
り
、
そ
の
作
法
に
則
っ
て
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
宗
教

の
異
な
る
者
に
と
っ
て
は
、
と
て

も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
催
し
を

体
感
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
倉
敷
市
に
あ
る
大
本
岡

山
本
苑
万
寿
殿
を
会
場
に
、
凡
そ

三
百
人
が
個
性
あ
る
儀
式
と
独
特

の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
枠
と
し

て
二
十
席
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
み
の
参
加

と
な
り
、
倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
信
徒
を

中
心
に
十
六
名
程
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

宗
教
は
違
っ
て
い
て
も
「
神
を

感
じ
さ
せ
る
聖
な
る
空
間
」
に
同

席
さ
せ
て
貰
え
る
あ
り
が
た
さ
を

憶
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
を
考
え

る
上
で
大
き
な
助
け
に
な
り
ま
し

た
。

　

他
宗
教
と
触
れ
合
う
こ
と
の
で

き
る
祈
祷
会
の
よ
う
な
合
同
集
会

に
は
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
信
徒

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
望

ん
で
い
ま
す
。

　

第
二
部
に
行
わ
れ
た
講
演
会

「
海
を
恨
ま
ず
」
で
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
「
自
然
の

力
」
を
頼
る
こ
と
が
い
か
に
大
事

な
こ
と
で
あ
り
、
自
然
と
共
に
生

き
て
い
く
事
し
か
で
き
な
い
人
間

の
無
力
な
、
し
か
し
、
偉
大
な
姿

が
語
ら
れ
た
。

　

十
一
月
十
四
日
（
土
）
萩
教
会

で
開
催
。
十
二
年
前
の
教
区
八
十

周
年
大
会
で
発
足
し
た
「
教
区
殉

巡
ネ
ッ
ト
（
殉
教
地
・
巡
礼
地

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
」
は
、
事
務
局

を
四
年
毎
に
岡
山
鳥
取
・
広
島
・

山
口
島
根
の
三
地
区
で
持
ち
回
り

し
、
今
年
度
で
一
回
り
の
節
目
の

迎
え
た
会
議
で
あ
っ
た
。
津
和
野

や
鶴
島
等
、
殉
教
地
や
巡
礼
地
を

抱
え
る
教
区
内
二
十
箇
所
程
の
教

会
や
活
動
組
織
で
構
成
さ
れ
る

が
、
今
回
の
会
議
に
は
十
八
人
が

参
加
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
会
議
参
加
者

は
、
恒
例
の
萩
教
会
か
ら
萩
キ
リ

シ
タ
ン
殉
教
者
記
念
公
園
ま
で

「
萩
巡
礼
ウ
ォ
ー
ク
」
に
も
参

加
。

　

会
議
で
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
の

紹
介
と
共
に
、
教
会
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
に
倣
っ
て
、
各
巡
礼
行
事
等

の
ス
タ
ン
プ
作
成
を
決
議
し
た
。

来
年
度
か
ら
少
し
ず
つ
お
披
露
目

し
、
色
々
な
巡
礼
行
事
等
で
参
加

者
に
押
印
し
て
も
ら
え
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。

　

去
る
十
一
月
三
日
、
広
島
教
区

予
備
神
学
校
は
、
司
祭
一
名
、
ス

タ
ッ
フ
四
名
、
生
徒
六
名
の
計

十
一
名
で
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
院
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
「
召
命
の
集
い
」
に
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

　

神
学
院
の
門
を
く
ぐ
る
と
、
自

然
に
囲
ま
れ
た
壮
大
で
美
麗
な

キ
ャ
ン
パ
ス
が
私
達
を
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
各
教
会
が
、
フ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
や
書
店
な
ど
の
出
店
を

行
い
、
神
学
院
か
ら
も
様
々
な
企

画
が
行
わ
れ
、
尺
八
の
演
奏
や
ク

イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
楽
し
め
る
充
実
し
た
内

容
で
し
た
。
神
学
生
と
い
う
と
、

彼
ら
は
勤
勉
で
あ
る
と
い
う
先
入

観
を
私
達
は
持
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
（
も
ち
ろ
ん
彼
ら
が
勤
勉
な
の

は
間
違
い
な
い
の
で
す
が
）
、
彼

ら
の
意
外
な
一
面
を
見
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
生

徒
達
に
と
っ
て
も
神
学
校
、
神
学

生
を
身
近
に
感
じ
る
良
い
体
験
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
生
徒
達
の
中
か
ら
こ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
入
学
す
る
人
が
出
る
よ

う
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
駐
日
教
皇
大
使
ジ
ョ

セ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教
様

主
司
式
に
よ
る
ミ
サ
に
与
り
ま
し

教
区
殉
巡
ネ
ッ
ト

第
四
回
全
体
会
議
開
催

世
界
連
邦

　

岡
山
県
宗
教
者
大
会 

　
　
　
岡
山
・
鳥
取
地
区

き
ょ
う
ど
う
チ
ー
ム

大本岡山本苑万寿殿の様子

萩教会　信徒会館での会議の様子　中央に肥塚神父

予
備
神
学
校

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

「
召
命
の
集
い
」
へ
参
加
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た
。
約
千
三
百
名
が
一
堂
に
会
す

る
ミ
サ
は
圧
巻
で
、
神
様
が
一
つ

に
集
め
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
し
た
。
イ
エ
ス
様
は
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
「
収
穫
は
多
い

が
、
働
き
手
が
少
な
い
。
だ
か

ら
、
収
穫
の
た
め
に
働
き
手
を

送
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、
収
穫

の
主
に
願
い
な
さ
い
」
（
マ
タ
イ

九
・
三
十
七

－

三
十
八
）
。
一
つ

に
な
っ
た
私
達
の
祈
り
が
天
ま
で

届
き
ま
す
よ
う
に
！
そ
し
て
神
様

が
、
多
く
の
働
き
手
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
！

　

ジ
ョ
セ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大

司
教
様
は
、
ミ
サ
の
最
後
の
挨

拶
で
、
「
フ
ィ
リ
ポ
に
、
イ
エ

ス
に
会
い
た
い
と
言
っ
た
ギ
リ

シ
ャ
人
（
ヨ
ハ
ネ
十
二
・
二
十

－

二
十
二
）
の
よ
う
に
我
々
も
イ
エ

ス
に
会
い
た
い
。
イ
エ
ス
に
つ
い

て
語
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
イ

エ
ス
を
見
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
弟
子
で
あ
る
こ
と
は
、
神
と

の
個
人
的
な
関
係
だ
け
で
は
な

く
、
宣
教
活
動
が
必
要
で
あ
る
」

と
話
さ
れ
、
私
達
一
人
一
人
も
召

し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
な

さ
い
ま
し
た
。
広
島
教
区
予
備
神

学
校
も
召
命
促
進
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
皆
様
方
の
ご
理

解
、
お
祈
り
、
そ
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

去
る
十
一
月
十
五
日
（
日
）
祇

園
教
会
に
お
い
て
、
広
島
地
区
の

信
徒
約
二
百
七
十
人
（
子
ど
も
約

百
人
、
大
人
約
百
七
十
人
）
が
集

い
、
「
家
族
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

信
仰
を
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
く
た
め
に
、
私
た

ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
る
場
と
し
て
、
大
会

テ
ー
マ
『
信
仰
～
や
っ
ぱ

り
家
庭
か
ら
～
』
と
し
て

企
画
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
午
前
の
部
は
、
幼

稚
園
ホ
ー
ル
で
、
地
区
長

の
ヴ
ィ
タ
リ
神
父
の
開
会

の
挨
拶
と
祈
り
に
続
き
、

ス
テ
ー
ジ
で
歌
や
劇
な

ど
、
各
教
会
か
ら
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
予
備
神

学
校
の
報
告
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
学
校
の
学
習
発
表
会
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
事
前
練

習
の
中
で
横
の
つ
な
が
り
が
で
き

た
こ
と
や
、
自
分
た
ち
の
教
会
を

越
え
て
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
本
大
会
の
目
的
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
事
前
準
備
を
通
し

て
、
各
家
庭
で
話
し
合
っ
た
り
練

習
し
た
り
、
そ
う
し
た
家
族
の
時

間
が
持
て
た
方
も
い
た
よ
う
で

す
。

　

昼
食
は
有
志
の
方
々
の
協
力
に

よ
り
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
用
意
さ

れ
、
参
加
者
全
員
で
同
じ
食
卓
を

囲
み
ま
し
た
。
大
会
の
た
め
に
、

お
米
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
菓
子
な
ど

の
寄
付
も
頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
子
ど
も
と
大
人
に

分
か
れ
た
内
容
で
す
。

　

子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

中
ブ
ロ
広
島
ス
タ
ッ
フ
が
中

心
に
な
っ
て
、
ゲ
ー
ム
を
企

画
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
駆
け
回
り
、
全
身

で
喜
び
を
表
し
て
い
ま
し

た
。
青
年
が
中
高
生
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
上
級
生
が
下
級

生
の
面
倒
を
み
ま
し
た
。

　

大
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま

ず
聖
堂
に
集
ま
り
、
全
体
会

と
し
て
、
広
島
地
区
で
事
前

に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
内
容
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
「
家
族
で
一
緒
に
食
事

を
す
る
時
間
は
あ
り
ま
す
か
」

「
家
庭
で
の
祈
り
の
時
間
は
あ
り

ま
す
か
」
「
子
ど
も
が
ミ
サ
に
与

れ
な
い
理
由
は
何
で
す
か
」
な

ど
、
家
族
、
祈
り
、
信
仰
継
承
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。
ま

た
、
「
家
庭
の
祈
り
」
の
冊
子
の

紹
介
、
ヴ
ィ
タ
リ
神
父
か
ら
は

「
家
庭
は
人
生
の
基
礎
、
子
ど
も

達
の
基
礎
で
あ
り
、
家
庭
を
良
く

す
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
良
く
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
『
時
間
を
掛
け
る
こ
と
』
、

『
言
葉
だ
け
で
済
ま
さ
な
い
で
、

行
い
を
も
っ
て
示
す
こ
と
』
で

す
。
『
家
庭
で
一
緒
に
祈
る
こ

と
』
は
神
様
が
家
族
に
望
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
思
い
出
す
た
め
に
必

要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
八
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
分
か
ち
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
外
国
語
グ
ル
ー
プ
も
用
意

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
『
家
庭
で

一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し

よ
う
～
祈
り
と
家
庭
の
場
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
～
』
で
す
。
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
で
ミ
サ
に
与
れ
な

い
現
実
、
苦
悩
に
つ
い
て
語
っ
て

く
れ
た
方
、
忙
し
く
て
も
食
前
に

「
神
様
感
謝
し
ま
す
。
神
様
い
た

だ
き
ま
す
。
」
と
唱
え
る
時
間
く

ら
い
は
あ
る
、
と
い
う
意
見
、
ミ

サ
に
与
れ
な
い
日
曜
日
は
、
家
族

で
神
様
に
一
週
間
の
こ
と
を
報
告

し
て
許
し
て
頂
い
て
い
る
、
と
い

う
話
も
あ
り
ま
し
た
。
分
か
ち
合

い
を
通
し
て
、
色
々
な
こ
と
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

大
会
の
最
後
は
、
聖
堂
で
ミ
サ

が
行
わ
れ
、
聖
家
族
の
模
範
に
な

ら
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。

日本カトリク神学院福岡キャンパスで学んでいる
ロイ神学生（広島教区）を囲んで

祇園教会、集合写真

広
島
地
区

『
家
族
大
会
』
開
催

ゲームを楽しむ子どもたち
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の
担
当
を

お
引
き
受
け
し
て

防
府
教
会　

藤
本 

忠
文

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

　

こ
の
大
会
に
参
加
し
た
記
念
に

「
壁
飾
り
に
な
る
聖
家
族
の
御

絵
」
を
頂
き
ま
し
た
。
大
会
を
通

し
て
、
家
族
で
支
え
合
っ
て
、
信

仰
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

重
要
文
化
財
・
世
界
平
和
記
念

聖
堂
の
保
存
活
用
委
員
会
は
、
昨

年
十
二
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た

教
区
宣
教
司
牧
連
絡
会
に
耐
震
補

修
工
事
の
概
要
を
報
告
し
、
募
金

活
動
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

要
請
し
ま
し
た
。
本
年
九
月
の
事

業
着
手
に
向
け
て
文
化
庁
や
公
共

団
体
と
の
調
整
が
大
詰
め
の
段
階

に
あ
り
、
信
徒
の
皆
様
に
事
業
の

理
解
と
協
力
を
得
て
推
進
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

聖
堂
の
耐
震
補
強
工
事
は
、
欄

間
彫
刻
の
あ
る
正
面
玄
関
付
近
の

耐
力
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
が
目

標
で
す
。
外
観
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
建
物
内
の
聖
歌
隊
席
に

通
じ
る
階
段
室
や
玄
関
脇
の
倉
庫

の
壁
を
補
強
す
る
ほ
か
、
洗
礼
堂

や
マ
リ
ア
聖
堂
に
通
じ
る
脇
玄
関

の
広
間
に
鉄
骨
の
柱
、
梁
の
フ

レ
ー
ム
を
設
置
し
て
補
強
し
ま

す
。
ま
た
聖
堂
全
体
で
構
造
的
な

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
、
内
陣
の

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
あ
る
壁
の
下
部

に
ス
リ
ッ
ト
を
設
け
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
信
者
席
の
上
に
あ
る
シ
ャ

ン
デ
リ
ア
の
落
下
防
止
策
も
行
う

予
定
で
す
。

　

鍾
塔
に
つ
い
て
は
、
高
さ

四
十
五
メ
ー
ト
ル
の
構
造
体
が
地

盤
の
液
状
化
現
象
に
よ
り
傾
く
恐

れ
が
あ
り
、
鍾
塔
周
辺
に
杭
基
礎

を
新
設
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
が
少
な
い
鍾
塔

の
上
階
を
鉄
骨
で
補
強
し
、
各
階

の
四
隅
に
上
階
か
ら
基
礎
ま
で
鉄

筋
棒
を
貫
通
さ
せ
、
地
震
時
の
揺

れ
を
制
御
し
ま
す
。
聖
堂
の
補
修

工
事
で
は
、
外
装
レ
ン
ガ
や
打
ち

放
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
部
分

を
補
修
し
、
劣
化
を
防
ぐ
対
策
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
雨
漏
り
を
繰

り
返
す
大
屋
根
の
鉄
骨
の
補
強
と

銅
板
の
葺
き
替
え
を
行
う
ほ
か
、

内
陣
の
ド
ー
ム
天
井
も
鉄
骨
の
補

強
と
天
井
仕
上
げ
を
全
面
的
に
更

新
。
こ
の
ほ
か
、
外
壁
か
ら
浸
透

し
た
雨
水
の
痕
や
亀
裂
な
ど
の
内

壁
の
補
修
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

修
復
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

昨
年
は
戦
後
七
十
年
に
当
た
り

各
種
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
全
世
界
の
人
々
と
の
友

愛
と
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建

設
さ
れ
た
記
念
聖
堂
を
証
し
す
る

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
十
月

十
一
日
に
ド
イ
ツ
・
ボ
ー
フ
ム
市

に
あ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の

人
々
が
来
堂
さ
れ
、
平
和
の
分
か

ち
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
市

は
、
記
念
聖
堂
の
平
和
の
鐘
を
制

作
・
寄
贈
し
た
ボ
フ
メ
ル
・
フ
ェ

ラ
イ
ン
社
の
あ
っ
た
都
市
で
、
記

念
聖
堂
の
平
和
の
鐘
の
存
在
を
思

い
起
こ
し
て
来
堂
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
の
鐘
の
銘
に
「
戦
争
の
道
具

た
り
し
鋼
鉄
は
も
は
や
民
々
を
平

和
に
招
く
」
と
あ
り
ま
す
。

世界平和記念聖堂募金 
郵便振替口座

口  座  名：カトリック広島司教区
口座番号：01320-3-109791

＊通信欄に「聖堂保存献金」と記入
してください。

　

そ
れ
は
二
〇
一
四
年
十
二
月
の

あ
る
日
で
し
た
。
午
後
八
時
過
ぎ

に
卓
上
電
話
が
鳴
り
ま
し
た
。
声

の
主
は
細
江
教
会
の
桝
谷
さ
ん
で

し
た
。
桝
谷
さ
ん
は
、
私
が
支
援

を
し
て
い
る
岩
手
県
大
槌
町
の
被

災
地
の
方
々
が
作
っ
て
お
ら
れ
る

人
形
販
売
の
協
力
者
の
一
人
で

す
。
そ
の
桝
谷
さ
ん
が
い
き
な

り
、
「
藤
本
さ
ん
、
一
生
に
一
度

の
お
願
い
」
と
言
っ
て
電
話
を
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
私
で
出
来
る
こ
と
な
ら
何
な

り
と
協
力
し
ま
す
よ
。
」
と
返
事

を
し
ま
し
た
ら
、
最
近
体
調
が
良

く
な
い
の
で
、
山
口
・
島
根
地
区

のJ-CaRM

の
担
当
を
引
き
受
け

て
く
れ
な
い
か
と
の
こ
と
で
し

た
。
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
う
か

が
い
、
仕
事
の
重
要
性
を
考
慮
す

る
こ
と
な
く
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

広
島
の
会
議
で
小
松
さ
ん
の
活

動
内
容
を
聞
き
、
宇
部
で
の
四
名

の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
女
性
が
関
係
す

る
事
件
をTV

報
道
で
知
る
な
ど

し
て
、J-CaRM

担
当
者
の
仕
事

の
重
要
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
方
た
ち
が
巻
き

込
ま
れ
た
問
題
の
裏
に
は
、
と

て
も
複
雑
で
簡
単
に
解
決
で
き

る
も
の
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
。
宇
部
の
ケ
ー
ス
も
専
門
的

な
知
識
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
各
教
会
の
担
当
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
関
係

者
の
実
情
さ
え
十
分
に
把
握
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
名
簿
づ
く
り

か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
全
員
の

顔
を
見
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
緊
急
時
に
す
ぐ
連

絡
が
入
る
ほ
ど
の
信
頼
関
係
が

出
来
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
外
国
か
ら
来
て
不
慣

れ
な
日
本
で
の
生
活
を
し
て
お

ら
れ
る
方
た
ち
が
困
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、J-CaRM

の
担

当
者
を
中
心
と
し
た
教
会
の
み

ん
な
で
日
頃
話
が
出
来
る
関
係

を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
日

常
相
談
に
の
れ
る
よ
う
な
つ
な

が
り
を
持
ち
、
問
題
が
大
き
く

な
る
前
に
話
せ
る
関
係
を
作
り

た
い
も
の
で
す
。
私
自
身
の
英

国
・
ド
イ
ツ
で
の
数
十
年
の
生

活
経
験
か
ら
も
、
そ
の
国
の

方
々
と
話
せ
る
関
係
を
持
つ
こ

と
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

　

新
年
に
は
も
う
少
し
役
立
つ

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

重
要
文
化
財

世
界
平
和
記
念
聖
堂

世
界
平
和
記
念
聖
堂
の

耐
震
補
修
工
事
の
概
要

ドイツ・ボーフム市のプロテスタント教会の方々との交流会
の様子。右、ドイツ語で説明をする福田神父
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地
区
便
り

39

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

山
口
島
根
地
区

「
別
の
道
を
」

　

救
い
主
誕
生
に
最
初
に
招
か
れ

た
東
方
か
ら
の
三
異
邦
人
達
は
、

当
時
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
ユ
ダ
ヤ
地

方
傀か
い
ら
い儡

権
力
（
ヘ
ロ
デ
王
）
の

指
示
に
は
従
わ
ず
、
民
衆
の
情

報
（
夢
）
に
依
り
「
別
の
道
」
か

ら
脱
出
し
ま
す
。（
マ
タ
イ
二
・

十
二
）。
●
人
類
待
望
の
現
実
、

愛
と
正
義
と
平
和
の
国
の
新
し
い

誕
生
＝
福
音
は
、
少
し
ず
つ
（
ベ

ト
レ
ヘ
ム
、
あ
な
た
は
小
さ
く
な

い
！
）
二
十
世
紀
後
半
か
ら
、
人

類
の
多
大
な
犠
牲
の
上
に
「
平
和

へ
の
希
求
」
と
し
て
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
広
島
で
の
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
二
世
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
先
駆
者
憲
法
九
条
は
荒
れ
野
に

拓
か
れ
た
道
で
す
。「
広
島
教
区

の
宝
」
は
世
界
の
宝
に
成
っ
て
い

ま
す
。
被
爆
の
マ
リ
ア
も
国
連
始

め
世
界
に
母
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
巡
り
ま
し
た
。
●
二
〇
一
一

年
の
大
震
災
と
原
発
崩
壊
の
警
告

は
、
二
〇
三
〇
年
迄
に
原
発
全
廃

の
希
望
の
星
ま
で
輝
か
せ
ま
し

た
。
●
し
か
し
人
類
を
約
束
の
地

へ
導
く
砂
漠
の
道
を
妨
げ
る
「
黄

金
の
牛
」（
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

「
使
徒
的
勧
告　

福
音
の
喜
び
」

五
十
五
参
照
）
は
、
格
差
と
排
除

と
い
う
策
を
弄ろ
う

し
て
、
形な

り

振ふ

り
構

わ
ず
人
間
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
る

偶
像
礼
拝
と
し
て
人
々
を
崖
淵

に
追
い
や
り
ま
す
。
特
に
弱
者
・

端
っ
こ
の
人
々
を
。
●
日
本
国
憲

法
は
日
本
の
主
権
者
国
民
の
も
の

で
あ
り
、
神
の
似
姿
で
あ
る
人
間

の
尊
厳
を
守
り
高
め
よ
う
と
し
ま

す
が
、
正
に
恣し
い
て
き

意
的
に
時
の
権
力

よ
っ
て
変
化
さ
れ
、
そ
の
真
意
が

破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
判
断
の
基

に
も
な
る
情
報
メ
デ
ィ
ア
は
操
作

さ
れ
、
国
民
の
愚
民
化
を
益
々
進

め
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
発
言
し

行
動
す
る
人
々
の
現
状
を
メ
デ
ィ

ア
は
知
ら
せ
ま
せ
ん
。
沖
縄
辺
野

古
で
の
日
々
の
出
来
事
も
福
島
で

の
出
来
事
、
現
実
に
人
々
は
無
知

に
成
っ
て
い
ま
す
。
自
ら
の
党
の

憲
法
改
定
案
五
十
三
条
：
二
十
日

以
内
に
臨
時
国
会
開
催
も
反
故
に

し
て
、
特
別
秘
密
保
護
法
の
国
際

的
疑
問
視
か
ら
の
国
連
調
査
も
延

期
さ
せ
、
イ
ン
ド
へ
の
新
幹
線
、

其
の
動
力
源
原
発
売
り
込
み
の
政

治
行
動
も
「
魂
を
失
っ
た
」
人
間
・

政
権
の
行
動
で
す
。「
世
界
の
広

島
」
か
ら
の
発
信
と
行
動
が
、
教

区
の
風
と
し
て
今
こ
そ
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
（
林
尚
志
神
父
）

＊
ク
リ
ス
マ
ス
は
山
口
か
ら

　

十
二
月
一
日
（
火
）
十
八
時

か
ら
山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂

に
て
「
十
二
月
、
山
口
市
は
ク

リ
ス
マ
ス
市
に
な
る
。
」
の

「
ク
リ
ス
マ
ス
セ
レ
モ
ニ
ー
音

楽
の
祭
典
二
〇
一
五
」
が
行
わ

れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
十
一
月
末
か
ら

十
二
月
に
か
け
て
、
山
口
・
細

江
・
防
府
・
長
府
・
徳
山
・
浜

田
な
ど
、
各
地
で
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
た
。
防

府
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
四
派
合

同
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
の
催
し
も

あ
っ
た
。

　

十
二
月
十
三
日
（
日
）
、
柳

井
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

たJ-CaRM

待
降
節
黙
想
会
に

は
、
約
四
十
名
が
参
加
し
た
。

＊
創
立
記
念
関
係

　

十
一
月
七
日
（
土
）
、
宇
部

教
会
創
立
八
十
周
年
記
念
ミ
サ

＆
式
典
＆
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、

キ
リ
ス
ト
教
連
合
の
牧
師
さ
ん

た
ち
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
宇
部

十
五
団
の
皆
さ
ん
も
来
ら
れ
、

盛
大
に
お
祝
い
が
で
き
た
。

　

関
連
行
事
と
し
て
、
十
月
四

日
（
日
）
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

奉
献
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
（
演

奏
・
寺
岡
恵
美
山
口
教
会
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
）
。
十
一
月
二
十
一

日
（
土
）
、
シ
ス
タ
ー
渡
辺

和
子
講
演
会
（
渡
辺
翁
記
念

館
に
て
。
立
ち
見
制
限
も
含

め
て
千
五
百
名
）
。
十
一
月

二
十
一
日
（
土
）
～
二
十
九
日

（
日
）
、
マ
ザ
ー･

テ
レ
サ
写

真
展
（
延
べ
六
百
五
十
名
）
。

十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
、 

片
柳
神
父
講
演
会
。
こ
れ
ま
で

の
一
連
の
流
れ
の
お
か
げ
で
、

二
百
名
来
訪
。

　

十
一
月
二
十
三
日
（
月
）
、

益
田
教
会
創
立
五
十
周
年
記
念

ミ
サ
と
お
祝
い
会
が
行
わ
れ

た
。

＊
米
子
教
会
八
十
周
年
＆
境
港

教
会
五
十
周
年
を
祝
う

　

山
陰
、
米
子
の
地
に
カ
ト

リ
ッ
ク
の
種
が
蒔
か
れ
て
、
お

よ
そ
八
十
年
が
経
ち
、
十
一
月

三
日
（
火
・
祝
）
、
米
子
教
会

八
十
周
年
、
境
港
教
会
五
十
周

年
の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。

　

教
区
管
理
者
の
肥
塚
侾
司
神

父
主
司
式
に
よ
る
ミ
サ
に
は
約

二
百
四
十
名
が
参
加
。
ミ
サ
後

の
祝
賀
会
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
同

体
の
参
加
も
あ
っ
て
二
百
五
十

名
を
超
え
る
感
謝
の
集
い
と

な
っ
た
。
祝
賀
会
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
飛
び
入
り
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
踊
り
や
ワ
ー
レ
神
父

の
歌
な
ど
で
、
賑
や
か
に
盛
り

上
が
っ
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
多

摩
教
会
主
任
司
祭
晴
佐
久
昌
秀

神
父
か
ら
「
今
こ
こ
に
い
る
あ

な
た
に
福
音
を
語
り
ま
す
」

と
、
力
強
い
言
葉
で
励
ま
さ

れ
、
感
激
の
一
日
を
過
ご
し

た
。

＊
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
難
民
移
住

移
動
者
委
員
会
大
阪
教
会
管
区

セ
ミ
ナ
ー

日
時
：
二
月
十
一
日
（
木
・

祝
）

会
場
：
岡
山
教
会

十
三
時
三
十
分
～

十
六
時
三
十
分

米子教会、聖堂にたくさんの信者が集まった

岡
山
鳥
取
地
区
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テ
ー
マ
：
「
隣
の
ベ
ト
ナ
ム
人

と
私
た
ち
」

＊
平
和
ア
ピ
ー
ル1981

記
念

行
事

日
時
：
四
月
二
十
四
日
（
日
）

会
場
：
鳥
取
教
会

記
念
講
演
：
林
尚
志
神
父

（
イ
エ
ズ
ス
会
）

（
毎
年
二
月
の
行
事
を
北
地
域

で
開
催
の
た
め
春
に
延
期
）

＊
広
島
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

日
時
：
一
月
十
日
（
日
）

　
　
　

十
四
時
～
十
六
時

場
所
：
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館

＊
広
島
地
区
女
性
連
合
研
修
会

日
時
：
一
月
二
十
二
日
（
金
）

　
　
　

十
時
～
十
五
時

テ
ー
マ
：
家
庭
・
召
命
・
祈
り

ミ
サ
司
式
：
加
藤
信
也
神
父

（
祇
園
教
会　

主
任
司

祭
・
イ
エ
ズ
ス
会
）

場
所
：
世
界
平
和
記
念
聖
堂

ミ
サ
後
研
修
会
（
マ
リ
ア
ホ
ー

ル
）

＊
信
徒
の
た
め
の
「
霊
操
」
セ

ミ
ナ
ー
第
四
回

日
時
：
一
月
二
十
三
日
（
土
）

　
　
　

十
時
～
十
六
時

　
　
　

＊
第
五
～
八
回
は
未
定

指
導
：
塩
谷
恵
策
神
父
（
イ
エ

ズ
ス
会
・
西
日
本
霊
性

セ
ン
タ
ー
代
表
）

場
所
：
観
音
町
教
会

＊
平
和
ア
ピ
ー
ル1981

記
念

行
事

日
時
：
二
月
二
十
一
日
（
日
）

　
　
　

九
時
半
～

ミ
サ
・
講
演
：
勝
谷
太
治
司
教

　
　
　
　
　
　

（
札
幌
教
区
）

場
所
：
世
界
平
和
記
念
聖
堂

＊
広
島
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷

集
会

日
時
：
一
月
二
十
四
日
（
日
）

十
四
時
半
～

場
所
：
世
界
平
和
記
念
聖
堂

＊
広
島
地
区
財
務
委
員
会

日
時
：
一
月
三
十
一
日
（
日
）

十
四
時
半
～
十
六
時
半

場
所
：
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

＊
聖
体
授
与
の
臨
時
の
奉
仕

者
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

日
時
：
二
月
十
四
日
（
日
）

十
四
時
～
十
六
時
半

場
所
：
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

＊
永
井
隆
博
士
追
悼
・
平
和
祈

願
ミ
サ

　

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
三

日
（
月
・
祝
）
、
雲
南
市
三
刀

屋
文
化
体
育
館
ア
ル
パ
ス
で
、

パ
ウ
ロ
永
井
隆
博
士
追
悼
・
平

和
祈
願
ミ
サ
が
、
永
井
博
士
記

念
館
の
館
長
、
如
己
の
会
の

方
々
、
ア
ル
パ
ス
の
職
員
の
協

力
で
行
わ
れ
た
。

　

十
時
か
ら
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
三

教
会
の
主
任
司
祭
団
と
大
西
助

祭
に
よ
っ
て
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ

た
。
ミ
サ
に
は
、
雲
南
市
議
員

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
が
集
ま

り
、
永
井
博
士
の
安
息
と
神
様

の
愛
に
満
ち
溢
れ
た
平
和
を
願

い
、
と
も
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

ミ
サ
後
、
純
心
聖
母
会
浦
上

修
道
院
の
Sr.
山
口
キ
ヌ
エ
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
、
故
Sr.
江
角

ヤ
ス
（
純
心
聖
母
会
創
立
者
）

と
永
井
博
士
と
の
思
い
出
な
ど

を
話
さ
れ
た
。
講
演
の
後
、
Sr.

山
口
を
囲
み
皆
で
昼
食
を
い
た

だ
き
な
が
ら
分
か
ち
合
い
が
行

わ
れ
た
。

（
松
江
教
会
・
木
村
公
道
）

が
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
敷
地

内
に
は
「
隠
れ
切
支
丹
墓
標
」

と
書
か
れ
た
看
板
と
三
基
の
墓

標
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
か
ら

逃
れ
る
た
め
、
山
口
か
ら
峠
を

越
え
て
こ
の
地
を
経
由
し
萩
市

紫
福
へ
と
向
か
っ
た
信
者
の
一

部
が
こ
の
地
に
留
ま
っ
て
潜
伏

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
と

な
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
墓
標

の
石
材
は
紫
福
で
産
出
さ
れ
る

粗
面
安
山
岩
で
、
紫
福
に
多
数

残
さ
れ
て
い
る
キ
リ
シ
タ
ン
墓

と
形
式
も
全
く
同
一
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
別
れ
て
潜
伏
後

も
互
い
に
連
絡
・
交
流
を
行
っ

て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

地
福
教
会
の
ミ
サ
は
、
可
能

な
限
り
毎
月
第
三
日
曜
日
に
山

口
教
会
の
神
父
が
捧
げ
て
い

る
。

山
口
小
教
区　

地
福
教
会

シ
ー
リ
ー
ズ　

巡
回
教
会
め
ぐ
り

28

広
島
教
区
の
施
設

地福教会（写真：山口教会　中村昇さん）

シスター山口キヌエ（純心聖母会）

　

地
福
教
会
の
歴
史
は
、
一
世
紀

以
上
も
前
、
萩
か
ら
津
和
野
へ
向

か
う
ヴ
ィ
リ
オ
ン
神
父
の
旅
の
途

上
、
こ
こ
地
福
村
（
現
在
の
山
口

市
阿
東
地
福
）
で
の
説
教
か
ら
始

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一

年
）
に
洗
礼
を
受
け
た
信
徒
の
家

が
仮
聖
堂
と
な
り
、
地
福
の
共
同

体
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
山
村
地

域
で
の
信
仰
は
他
の
人
々
の
理
解

も
進
ま
な
い
中
で
困
難
も
あ
っ
た

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

信
仰
に
結
ば
れ
た
信
者
の
熱
心
な

活
動
に
よ
り
地
域
に
と
け
込
ん
だ

強
い
共
同
体
と
な
っ
て
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
教
会
聖
堂
は

一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）

に
信
徒
の
献
金
を
中
心
に
し
て
完

成
し
た
も
の
で
す
。

　

山
口
県
の
北
東
部
、
山
口
か
ら

津
和
野
へ
向
か
う
国
道
九
号
と
Ｊ

Ｒ
山
口
線
に
沿
う
よ
う
に
広
が
る

山
口
市
阿
東
地
福
（
旧
阿
武
郡
阿

東
町
）
の
中
心
部
に
、
教
会
は
あ

り
ま
す
。
付
近
に
は
西
日
本
最
大

の
徳
佐
り
ん
ご
園
が
、
さ
ら
に
春

か
ら
秋
に
か
け
て
運
行
さ
れ
る

「
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
」
の
撮
影
ポ

イ
ン
ト
が
点
在
す
る
た
め
、
年
間

を
通
じ
て
県
内
外
か
ら
多
数
の
人

広
島
地
区

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク



( 8 )カトリック　広　島　教　区　報2016 年  1 月 17 日  103 号

「
沈
黙
」

　
　

岡
山
・
岡
山
南
教
会

ウ
ィ
ル
神
父
（
淳
心
会
）

〈87〉

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
却
っ

て
、
沈
黙
は
他
者
と
の
関
わ
り

を
深
め
ま
す
。
う
わ
べ
だ
け
の

言
葉
、
見
か
け
だ
け
の
判
断
で

は
な
く
、
関
わ
り
の
深
み
へ
と

私
た
ち
を
導
い
て
く
れ
ま
す
。

「
人
間
と
い
う
生
き
も
の
が
自

分
た
ち
だ
け
の
こ
と
し
か
考
え

な
い
、
そ
ん
な
毎
日
が
続
い
て

い
る
う
ち
、
生
き
も
の
た
ち
の

歌
が
ひ
と
つ
消
え
、
ふ
た
つ
消

え
て
、
そ
れ
が
い
つ
の
ま
に

か
、
な
に
も
聞
こ
え
な
い
青
い

沈
黙
の
海
」
で
は
な
く
、
神
の

う
ち
に
深
く
沈
め
ら
れ
て
、
豊

か
な
実
り
を
も
た
ら
す
沈
黙
の

海
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

沈
黙
の
聖
母
よ
、
あ
な
た
は

主
の
神
秘
の
深
い
淵
に
身
を
沈

め
、
黙
っ
て
す
べ
て
を
思
い
巡

ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
け
れ
ど

も
同
時
に
、
カ
ナ
で
な
さ
っ
た

よ
う
に
、
兄
弟
姉
妹
を
気
遣
わ

れ
ま
す
。

　

私
た
ち
に
わ
か
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。
沈
黙
の
大
切
さ
を
。
同

時
に
、
沈
黙
が
兄
弟
姉
妹
へ
の

無
関
心
で
は
な
い
こ
と
を
。
む

し
ろ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
泉
で
あ

り
、
光
を
放
つ
も
の
で
あ
る
こ

と
を
。
あ
な
た
の
沈
黙
の
マ
ン

ト
で
私
た
ち
を
包
み
、
あ
な
た

の
強
い
信
仰
、
高
い
希
望
、
そ

し
て
深
い
愛
を
、
私
た
ち
に
も

分
け
与
え
て
く
だ
さ
い
。
分
裂

の
海
に
喘
ぐ
こ
の
世
界
の
中

で
、
旅
を
続
け
る
私
た
ち
と
共

に
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

当
に
神
を
知
る
よ
う
に
な
り
、

神
へ
の
信
頼
が
深
ま
っ
て
行
き

ま
す
。
旧
約
聖
書
が
描
く
ヨ
ブ

は
、
家
族
、
友
人
、
財
産
、
健

康
な
ど
、
す
べ
て
を
失
っ
て
も

な
お
、
神
と
語
り
、
神
に
叫
び

声
を
挙
げ
ま
し
た
。
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
ヨ
ブ
は
自
分
の

信
仰
を
完
全
に
保
ち
、
神
の
沈

黙
の
意
味
を
見
い
だ
し
て
い
き

ま
す
。

　

沈
黙
は
、
「
他
人
と
関
わ
り

た
く
な
い
か
ら
黙
っ
て
い
る
」

と
い
う
よ
う
な
自
己
中
心
的
な

　

神
は
、
私
た
ち
の
人
生
の

ど
ん
な
時
に
も
、
私
た
ち
が

必
要
と
す
る
こ
と
を
よ
く
ご

存
知
で
す
。
く
ど
く
ど
と
言

葉
を
重
ね
な
く
て
も
、
沈
黙

の
う
ち
に
開
か
れ
た
注
意
深

い
心
は
、
多
く
の
言
葉
よ
り

も
重
要
で
す
。
神
の
沈
黙
と

私
た
ち
自
身
の
沈
黙
に
心

を
開
け
ば
開
く
ほ
ど
、
本

青
少
年
の
活
動

　

ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
末
の

十
二
月
十
三
日
に
「
い
つ
く
し

み
の
特
別
聖
年
」
の
扉
が
開
か

れ
、
扉
を
く
ぐ
っ
た
。
い
つ
も

の
扉
に
違
う
力
を
感
じ
た
。

「
愛
と
い
つ
く
し
み
の
あ
る
と

こ
ろ
、
神
は
そ
こ
に
お
ら
れ

る
」
二
〇
一
六
年
は
マ
ザ
ー
テ

レ
サ
も
列
聖
さ
れ
る
と
い
う
。

神
の
い
つ
く
し
み
に
信
頼
し
て

私
た
ち
も
歩
ん
で
い
け
ま
す
よ

う
に
。
（
か
ぴ
）

　

十
一
月
七
日
～
八
日
に
カ
ト

リ
ッ
ク
幟
町
教
会
で
、
『
広
島

教
区
青
年
大
会
２
０
１
５
～
私

た
ち
に
と
っ
て
の
教
会
～
』
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
以
来
、
四
年
ぶ

り
と
な
る
今
大
会
は
、
広
島
教

区
だ
け
で
な
く
、
東
京
や
福
岡

な
ど
か
ら
参
加
者
計
五
十
五
人

が
集
ま
り
、
一
泊
二
日
を
和
気

あ
い
あ
い
と
過
ご
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
自
己
紹
介
か
ら

始
ま
り
、
分
か
ち
合
い
や
服
部

神
父
様
の
お
話
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
夕
食
は
美
味
し
い
タ

コ
ラ
イ
ス
。
テ
ゼ
の
祈
り
で
は

楽
器
隊
で
豪
華
に
、
そ
し
て
盛

り
上
が
っ
た
茶
話
会
。
二
日
目

は
、
し
っ
か
り
と
分
か
ち
合
い

を
し
、
お
む
す
び
と
豚
汁
の
お

昼
ご
は
ん
、
楽
し
い
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
最
後
は

ミ
カ
エ
ル
金
神
父
様
司
式
の
青

年
ミ
サ
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
来
て
良

か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
」
「
ま

た
来
年
も
参
加
し
た
い
」
と
の

声
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
今
回
、
こ
う
し

て
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
え
た

こ
と
、
集
ま
れ
た
こ
と
は
や
っ

ぱ
り
神
様
の
お
か
げ
で
す
。

　

十
月
の
教
区
報
で
大
西
助

祭
が
「
か
ら
し
種
」
の
た
と

え
（
マ
ル
コ
四
・
三
十
～

三
十
二
）
を
引
用
し
て
い
た
と

お
り
、
こ
の
青
年
大
会
に
よ
っ

て
さ
ら
に
つ
な
が
り
が
広
が

り
、
青
年
が
各
々
の
場
所
で
ま

す
ま
す
活
躍
で
き
ま
す
よ
う

に
。

　

次
回
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
た
青
年
大
会
へ
ご
招
待
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
青
年
に
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。
今
回
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
神
父
様
や
信
徒
の
皆

様
、
ス
タ
ッ
フ
の
青
年
た
ち
、

そ
し
て
参
加
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー
・

石
井
美
咲
）
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